
​【関係法令抜粋】​​～学校薬剤師～​

​学校保健安全法（平成 28 年 4 月 1 日施行）​

​（健康相談）​

​第八条 学校においては、児童生徒等の心身の健康に関し、健康相談を行うものとする。​

​（保健指導）​

​第九条 養護教諭その他の職員は、相互に連携して、健康相談又は児童生徒等の健康状態の日常的な観察に​

​より、児童生徒等の心身の状況を把握し、健康上の問題があると認めるときは、遅滞なく、当該児童生徒​

​等に対して必要な指導を行うとともに、必要に応じ、その保護者に対して必要な助言を行うものとする。​

​（児童生徒等の健康診断）​

​第十三条 学校においては、毎学年定期に、児童生徒等の健康診断を行わなければならない。 ２ 学校にお​

​いては、必要があるときは、臨時に、児童生徒等の健康診断を行うものとする。 第十四条 学校において​

​は、前条の健康診断の結果に基づき、疾病の予防処置を行い、又は治療を指示し、 並びに運動及び作業を​

​軽減する等適切な措置をとらなければならない。​

​（学校医、学校歯科医及び学校薬剤師）​

​第二十三条 学校には、学校医を置くものとする。​

​２ 大学以外の学校には、学校歯科医及び学校薬剤師を置くものとする。​

​３ 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師は、それぞれ医師、歯科医師又は薬剤師のうちから、任命し、又は​

​委嘱する。​

​４ 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師は、学校における保健管理に関する専門的事項に関し、技術及び指​

​導に従事する。​

​５ 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の職務執行の準則は、文部科学省令で定める。​

​学校保健安全法施行規則​​（令和５年 ５ 月 ８ 日施行）​

​（学校薬剤師の職務執行の準則）​

​第二十四条 学校薬剤師の職務執行の準則は、次の各号に掲げるとおりとする。​

​一 学校保健計画及び学校安全計画の立案に参与すること。​

​二 第一条の環境衛生検査に従事すること。​

​三 学校の環境衛生の維持及び改善に関し、必要な指導と助言を行うこと。​

​四 第八条の健康相談に従事すること。​

​五 法第九条の保健指導に従事すること。​

​六 学校において使用する医薬品、毒物、劇物並びに保健管理に必要な用具及び材料の管理​

​に関し必要な指導と助言を行い、及びこれらのものについて必要に応じ試験、検査又は鑑定​

​を行うこと。 七 前各号に掲げるもののほか、必要に応じ、学校における保健管理に関する​

​専門的事項に関する技術及び指導に従事すること。​

​２ 学校薬剤師は、前項の職務に従事したときは、その状況の概要を学校薬剤師執務記録簿に​

​記入して 校長に提出するものとする。​

​※札幌市の執務記録簿（見本）はホームページに掲載しています。​

​記入用の執務記録簿は、各学校（園）の担当者が保管しております。​

​学校（園）で職務に従事の都度、記入して学校（園）長に提出してください。​


